
 

 

 
 

2004 年 10 月 28 日  

 
ホームページ全面改訂のお知らせ  

 
楽天グループのインターネット・トレーディング専門の証券会社、楽天証券株式会社

（代表取締役社長：國重惇史、本社：東京都港区）は、１１月 1 日より現ホームページ
の全面改訂第一弾となる国内株対応フェーズをリリースいたします。  

 
弊社は日本で最初のインターネット取引専門の証券会社として１９９９年６月に営

業を開始いたしました。以来、ホームページ上で各種のサービスを提供するとともに、

２０００年５月にはオンライントレード専用ソフト「マーケットスピード」をリリース

し、個人投資家への投資情報提供と投資ツール提供の先頭を走ってまいりました。  
サービス展開においては、基本的にひと通りのサービスはホームページで提供し、リ

アルタイム性が重要な要件となるサービスについては、マーケットスピードに展開する、

といった方針で進めてまいりました。  
 
このたびのホームページ全面改訂は弊社の新たな顧客基盤の拡大とともに、既存顧客

のニーズへのより高度な対応を目指して実施いたしました。設計の過程で、これまで電

話やメールで寄せられたお客様の要望や提案事項などをすべてレビューし、利用者の立

場から使い勝手の良いホームページを目指すとともに、競合他社をはじめ、様々の業種

の事例も参考にしつつ、新しい WEB テクノロジーやユーザビリティの考え方を取り入
れました。  
 
 主な改訂のポイントは以下のようになります。  
 

1. お客様毎の取引状況や登録状況を表示  
 



 

 

 
ログイン直後の画面で、各種個別のお知らせ、資産・建玉残高、買付余力他、

取引に際しての重要情報がお客様の属性に応じて表示されます。お客様自身の

リスク管理を容易にいたしました。また、任意の銘柄を最大１００銘柄登録で

きるなどの機能が提供されます。  
 
 

2. 操作性や視認性を向上  
 
① これまでのアクセス実績を分析し、手数料、取引時間、ヘルプなど頻繁に参

照される情報は常に上部に表示する。  
② 幅広い年齢層に対応して文字の大きさを３段階に変更できるようにする。  
③ 商品ラインナップが一目でわかるように配置する。  

 

 
 

3. 注文画面をグレードアップ  
 
① 注文画面では、板情報が売り買い各５本ずつすべて表示される。  

 

 
② 国内株逆指値をついにホームページでも対応。  

①  

②  
③  



 

 

4. 情報閲覧機能の利便性向上  
 
一旦、銘柄コードで個別銘柄を選択すると、株価、ニュース、会社情報、チャー

トなどがクリックのみで次々閲覧できます。  
また、そのまま注文画面へも推移できます。  

 （この画面ではニュース検索行ったところ）  
 
5. その他  
 
各画面の中に関連する説明ページへのリンクをつけたり、お客様が頻繁に必要とす

る各種情報を効率的に配置するなどの工夫を行っています。  
 
このたびのリリースは全面改訂の第一弾となります。今後約半年ほどかけてすべての  
商品・サービスに対応してまいります。  

 
 
 
 
楽天証券は、1999 年 3 月に設立された日本で最初のインターネット取引専門の証券

会社です。楽天株式会社 (96.7%)と三井住友銀行 (3.3%)が株主となっています。  


